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Press Release


本プレスリリースは、１月23日に中国、上海で配信されたものの抄訳です。

コンティネンタルコーポレーション、アジア本社を中国・上海に開設
プロダクトラインアップと各地域でのサービスを拡大、急成長するアジアの自動車産業に対応
中国・上海、2006年1月23日 　  ブレーキシステム、シャシーコンポーネント、エレクトロニクス、タイヤ、技術エラストマーの世界的なリーディングサプライヤーであるコンティネンタルコーポレーション（本社：フランクフルト／マイン、CEO：アンフレッド・ウェネマー、以下コンティネンタル社）は、1月23日に記者会見を開き、アジア本社を中国、上海に開設したと発表しました。コンティネンタル社は過去数十年にわたりアジアで成功を収めてきましたが、この度の本社開設により、アジアでのさらなる事業発展及び投資を行ってまいります。 
中国、インドにおける急速な経済成長、並びに近年の日本と韓国のOEMの世界的な成功により、アジアの自動車市場は、世界の市場の将来に影響を与えると予想されています。上海にコンティネンタル社のアジア本社を開設することで当社の製品及びサービスを、アジア地域のお客様へ、より身近なものとして提供することが可能となります。

コンティネンタル・オートモーティブ・システムズ（以下CAS）の社長であり、コンティネンタル社の上席役員でもあるカール＝トーマス・ノイマン博士は、この度のアジア本社の上海への移動を決定した背景には、アジアの自動車メーカーの実績の高さがあるとし、次のように述べています。「アジアの自動車メーカーは、アメリカとヨーロッパを含む全市場において、最も高い成長率を達成しています。アジアにおけるCASのビジネスを拡大することにより、アジアの自動車メーカーの発展に貢献できると考えています。また成功したパートナーとして、CASの開発ノウハウと製造に関する豊富な知識を、同地域および同地域のお客様に提供していきたいと考えています。」 
コンティネンタル社はアジアに、CAS、コンティネンタルタイヤ部門、コンティテック部門を設置し、自動車エレクトロニクス、タイヤ、ラバー、プラスチィック技術を提供しています。 
コンティネンタル社の中でも最も大きな部門であるCASは、すでにアジアにおいてその地位を確立しています。2010年までに新たな売上高の50％をヨーロッパ系以外の自動車メーカーとの取引から創出する見込です。アジアにおける売上高は現在の２倍となる予定です。
 「現在CASはアジア地域において、世界的の大手自動車メーカーとの取引で、年間5億ユーロの売上高を達成しており、2010年までに、10億ユーロにまで増加する。」と、CASアジア地域社長であるジェイ・クンケルは、戦略的成長目標として述べています。「CASの存在価値を高め、CASの全ての開発・製造拠点に対するコミットメントを通じて、我々はベストな方法でお客様をサポートしたいと考えています。また、日本の横浜にテクノロジーセンターを新設する計画を進めており、新たに250名のエンジニアを雇用する予定です。これにより日本におけるエンジニアの数は、約2倍に増加します。

中国において、CASはSAIC社との合弁会社である、電子式ブレーキシステム、ブレーキキャリパー、ブースター、ブレーキシリンダーの製造会社、上海汽車制動系統有限公司 (SABS)を、10年にわたり運営しておりました。先ごろ、電子式ブレーキシステムのコントロールユニットを製造しているシンテミック社（Sim-Temic）の全株式を、前合弁会社のパートナーであった上海アライアンスインベストメント社と上海シムテックインダストリアル社から買収し、シンテミック社を合併しました。
日本では、2000年にコンティネンタル社と日清紡績株式会社が設立したコンティネンタル・テーベス株式会社(以下CTC)、またCASジャパンの2社を通して事業を展開しており、主に電子式ブレーキシステム、及びキャリパー、ブースターの製造を行っています。CTCは、コンティネンタル・テーベス・コリアも統括しています。また、CASは2006年にCASコリアを開設し、韓国のエンジニアリング及び営業を拡大すると共に、エレクトロニクスの提供に注力していきます。2004年には車輪速センサーを製造する合弁会社を、中国・連雲港に設立しました。
CASは、フィリピン、マニラにエレクトロニクスコンポーネントの製造、及びボディエレクトロニクス・電子式ブレーキシステムの製造を行う工場を２ヵ所保有しています。インドと韓国は、今後事業の拡大を検討していくキーマーケットとなることが見込まれ、2006年にはインドに事業拠点を開設する予定です。
コンティネンタル社の傘下にあるCAS以外の事業部門である、コンティネンタル・タイヤとコンティテック（以下コンティテック）はそれぞれ、急速に成長するアジア市場で既に事業を展開しております。コンティテックはアジア市場、特に中国で、過去数年間にわたり活発な事業展開を行ってきました。上海空港と浦東特別経済区を走る高速鉄道に、コンティテックのエアスプリングシステムが採用され、より快適な乗車をサポートしています。1996年初頭には、中国企業との密接なパートナーシップを確立し、多くの拠点を設置することにより、お客様から信頼される企業として成長しました。また、コンティテックのフルード技術部門は、2002年から長春にてフォルクスワーゲンやその他の自動車メーカー向けパワーステアリング、エアコンディショニング、ホースを製造しているコンティテック・グランドオーシャンフルード株式会社、及び高性能なステアリングラインを製造するコンティテック・フルード・上海株式会社と2ヵ所の拠点で事業を展開しており、従業員は合わせて約260名です。 
その他中国のコンティテック部門の拠点は、新しく設立された合弁会社も含め4ヵ所あります。韓国では2004年に、コンティテックのエアスプリング・システムズ事業部は合弁会社と共に、商用車用のエアスプリングの製造を開始しました。
コンティネンタル・タイヤ事業部は、アジア市場におけるシェアの拡大を目指します。中期的に市場シェアをOEビジネスで19％、交換ビジネスで5％のシェアを達成するため、製造拠点と営業拠点を新たに設立する予定です。2005年、コンティネンタル・タイヤはアジア市場で500万本以上のタイヤを販売しており、今後5年間で売上高を２倍にする計画です。現在、コンティネンタル社は中国での営業子会社の開設準備を進めており、マレーシアとインドネシアでは既に営業子会社を設け、2006年末までにはインドとタイにも、設置する予定です。2005年には、コンティネンタル・タイヤ事業部はマレーシアに１ヵ所の開発拠点、及び、２ヵ所の製造拠点を設立し、乗用車用とライトトラック用タイヤ、及び商用車タイヤを製造しています。日本では、横浜ゴムと設立した合弁会社で、OEメーカー向けタイヤを製造しています。
コンティネンタルコーポレーションについて
コンティネンタルコーポレーションはブレーキシステム、シャシーコンポーネント、エレクトロニクス、タイヤ、エラストマーにおけるリーディングサプライヤーです。米ビジネス誌、Fortuneの売上高上位500社の1社に選ばれており、2004年には126億ユーロの売上高を達成しました。現在、従業員数は、世界で81,000人です。
コンティネンタル・オートモーティブ・システムズについて
自動車産業のリーディング技術パートナーとして、オートモーティブシステムズ部門はドライビングセーフティー、パワートレイン、コンフォート分野で広範囲のノウハウを集約しています。2004年には約50億ユーロの売上高を達成し、従業員は、22,500人です。オートモーティブシステムズはコンティネンタル・テーベス、コンティネンタル・テミックから構成されています。コンティネンタル・テーベスは電子式・油圧式ブレーキ、スタビリティー・シャシーコントロールシステム、合わせて電子制御式エアスプリングシステム、センサーの開発及び製造を行っており。コンティネンタル・テミックはシャシーエレクトロニクス、エンジンマネジメント、トランスミッションコントロールユニット、同様に電気ドライブ、コンフォートエレクトロニクスを専門としています。
.
コンティネンタル・タイヤについて
コンティネンタル・タイヤは、ドイツで第1位、ヨーロッパにおいて第2位、世界では第4位のタイヤメーカーです。ヨーロッパでは、乗用車とライトトラック用タイヤ(OE用)においては最大のメーカーであり、ウインタータイヤのリーディングメーカーでもあります。コンティネンタル・タイヤは2,000種以上のタイヤを製造し、15カ国でフランチャイズビジネスを展開しており、世界29ヵ所に製造拠点及び開発センターを保有しています。2004年の自動車用のタイヤの製造数は1億200万本で、トラック用のタイヤの製造数は640万本です。

コンティテックについて
コンティテックは8つの独立したビジネスユニットから構成され、そのうち5つは世界における各部門の市場の、マーケットリーダーです。コンティテックが製造する製品とシステムは主に自動車、鉄道、印刷産業、また、鉱業、機械、設備エンジニアリング分野で主に利用されています。25カ国に100ヵ所の製造拠点と開発センターと23,000人の従業員を有し、2004年には約21億ユーロの売上高を達成しました。
#       #       #
≪本件に関するお問い合わせ先≫
コンティネンタル・テーベス株式会社
セールス＆マーケティング、コミュニケーショングループ
吉田 理恵
Tel: 045-444-3692

Fax: 045-444-3690

communication@jp.contiteves.com






















